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に
日
く

『

余
は
 

一
0

日
六
日
間 

の
勞
働
於
一
週
七
日
問
の
勞
働
に
比
し

V

多
額
の
生
產
を
な
し
得
べ
し
と
信
せ
^
。
然
れ
ど 

.名

1

筒
年
の
終
に
於

V

後
者
必
步
し

g

前
者
よ

6
.多
額
の
生
產
を
な
し
得
ベ
き
や
否
や
は
余

，の
疑
ふ
所
に
し
て
、再

に

ニ

十

年

の
*

日

月

を

以
<

比

較

せ
S

,

I週
，六
日
の
•勞
働
を
な
す
名

0' 

汰
匕
日
の

勞
働
を
な
す
ぢ
の
に
優
る
べ
き
は
余
の
信
匕
て
疑
は
ヤ

C
Vる
所
な

6』
と
し
。

且
つ 

田

く

『

吾
人
が

.
4フ
日
有
す
る
商
業
の
颖
權
を
失
ふ
と
せ
ば
、其

0

承
繼
者
は
劣
弱
矮
小
な
る
人 

«

r
あ
ら

^

し

\

し>
3

身
共

に
卓
越
せ
る
國
民
な

ら

ん』

と
。
此
說
は
短
»
問

勞
働

の
利
益
を 

說
き
，
る

先
驅

i

云
：ふ
べ

* 
く
、後
年

ic

於

<

y

M
の
卓
見
は
幾
多
■の

事
實
に

依

6

て
證
.明
せ
ら 

^
/從
.來
の
資
本
家

]1
に
學
者
の
意
見
は
終
に
全
く
維
揞
す
べ

£

ら
次
る
に
至
れ

6
。

' 

_

然
^

ど働赌開と勞働效程

i

の
關
係
に
就

<

學
說
上

I

新
紀
元
を
開
き
杧
る
の
'效 

镜
は
ブ
レ
ン
タ
ノ
敎
授
に
歸
せ

3'
'

る
を

.得
^
、同
氏
»

一
 

八
七
四
年
グ
ラ
ッ
セ
ー
の

『

仕
®
と
賃 

銀』

な
る
著
書
に
基
づ
き
；见
に
幾
多

.の
亊
例
を
览

I
、正
確
短
赌
間

'勞
働
の
利
益
を
論

b

‘
y多 

»

學
者
の
洼
意
を
惹
起
し
，新
研
究
は
鑛
々
と
し
て
之
に
就
き

<

M 

A
y 

i

シ
ュ
ル
ツ

.;
,
:ゲ
ー
グ

T
 

敎
授
の
英
國
綿
エ
業
の
硏
究

(

山
_崎
傅
士
譯

■火
工
業
論

)

の
如
き
其

*

し
き
名
の
ゝ
一
な

i
 

爾
後
各
國
に
於
て
土
場
法
の
實
施
に
依
る
勞
働
勝
間
短

&

の
結

#

名
愼
：重

_な
；る

.硏

.究

.の
題
目 

と
な

6
'rl
风
等
の
學
說

'

S

各
國
を
通
匕
て
眞
现
な
石
こ
と
を

»

明
し
、國
：

_

競
爭
上
、勞
働
婚
問 

の
短
縮
の
不
利
な
ら

•■次
：る

こ

と

明

白
i

な
れ

6

0
今 

一
二
の
例
を
擧

-げ」

ん
錢
端

w

tt
M

H

^



8

舒

.働
'
肺
:;
.問
'

^

.論

ず

. 

'

，
八
'
,

働
席
間
の
短
縮
を

*

行
し
把

.る
？
、伊
太
刺
は

'
.其
の
制
限
寬
に
し
て

0

0

の
紡
離
築

i

m

^
e)

-

■ 

.
 

.
 

'
 

.

.

. 

-
 

-
 

.
 

•

地
位
に
在
ん

.，し

'

瑞
西
の
ェ
業
は
何
等
の
不
利
を
威
ぜ
次
纟
き

。
.
文
北
米
合
衆
國
に
於
て

1

八
七
四
年
マ
ッ
サ
ッ
チ
ュ

^!
ッ
ッ
州

&

十
滕
間
勞
働
■
を
實
施
す
る

t

常
ん
、殆
ん
ど
金
く
同
一
の

.生

產
條
件
を
有
す
る

I
T

ネ
チ
カ
ッ
ト
•
ロ 

}
ド
•ア
ィ
ラ
ン
ド

.
^
同

一

の
刺
限
を
談
け

^

る
を
以
て
前 

者
.の

紡

織

業

は

衰

滅

に

歸

す

ベ

し

と

豫

會

せ

ら

し

？
ニ

八

八

一

年

^
 
口
ル
ラ
イ
ト
の
.奪
密
な

る
^

查
は
叶
^

間
勞
儆
の
結
果
と
し
て
い
ッ
サ
チ
、
セ
ッ
ッ
の
ニ
人
赏
6

生
產

)

高
は
他

2>
堵
州
ょ 

6

多
く
し
て
賃
齦
は
殆
ん
と
同

|
額
な
る
己
と
を
示
し

^

6
。

叉
企
業
者
於
.生
產
過
剩
を
避
け 

ん
が

#

に
勞

i /
聪
間
を
短
雜
す
る
名
豫
期
の
生
產
額
の
減
少
を
見
る
能
は

^

6
し
t

と
少
•か 

ら
步
。
是
等
の
實
例
は

#

»[
を
通

b
l各
種
の
產
業
に
於
て
之
を
見
る
を

#

ベ
し
。

然
れ
と

^
>玆
に
一
の
特
に
浊
意
す
：

.べ
き
疑
問
ぁ
み
。；
則
ち
勞
働
塒
間
の
短
縮
於
效
程
を
壻 

進
ず
る
事
實
存
在
す

i

せ
ば
其
の
原

.因
何
れ
に
在

6

や
と
云

か

こ
i

是
な
，
9
、»_し
勞
働
婶
問 

の
短
縮
は
休
息
胂
間
の

Jt
加
と
な

.る
べ
き
を

'H
て
勞
働
者
の
勢
力
を
恢
復
す
る
こ

i

大
な
る 

ベ
き

は
當
，然

.な
れ
ど

$

生
產
高
於

*

間
の

■

縮

i

共
に
增
加
す
る
事
實
ぁ
る
は
如
何
な
る
理 

由

に

侬
る

や
。

假

6

に
，辟

問
短
■
す
る

名
作

業
：：

の
述
度

增
加
し
、
機
械

の
律
雜

の
程
度

名
■亦
加

は
る
と
せ
ば
短
縮
後
の
八

S

の
勞
働
は

其
の

以
前
の
十

S

ょ

多
大
の

疲
勞
を

生
す 

ベ
く
婶
間
の
短
縮
は
勞
働
者
の
.勢
カ
涫
耗
を
大
な
ら
し
む

、勞
働

#

は
之

.

爲
に
利

S

を

蒙
る
$

の
に
あ
ら
梦
し
て
、勢
力
消
耗
の
度
大
な

6

と
せ
ば
、長
期
間
に
は
却
て
生
產
を
$
減
少 

す
右
こ
と
な
き
を
保
せ
卞
。
然
る
に
旣
述
の
如
く
多
く
の
場
合
に
生
產
の

i f

加
な
る
反

對
の 

事
實
を
見
る
所
以
如
何
ド
ブ

レ
ン
タ
ノ

の
說
く
所
は
大
要
次
の
如
し
。

此
の

.說
に
侬
れ
ば
、其

0
|原
因
は
勞
働
者
と

»

主
と
の
雙
方
に
存
す
。
先
づ
勞
働
者
の
侧
に 

於
て
は
其
の
慾

®

の
坩
準
に
伴
ひ
生
活
程
度
の

#?
進
i

な
6
、
勞
働
の
强
度
を
爾
怕
す
る
に 

至

る
。

何
i

な
れ
ば
火
な
る
慾
留
を
有
す
る
人
間
は
短
き
勞
働
滕
間
に
於
て
は
•從

前
ょ
6

遙 

に
動
勉
な
る
ベ

く

生
活
程
度
の
上
進

.せ
る
勞
働
者
に
在

6

て
は
、生
理
上
の
原
因
尬
に
勞
働
れ

の
增

»

に
侬

6

從
前
の
勞
働
者
に
比
し
て
遙
に
勤
勉
な
る
を
得
べ
き

^

6

0

&れ
十
七
八

-«
|
:

: 

■

紀
の
暫
惯
忙
支
配
せ
シ
作
杧
ぶ
勞
働
者
に
關
し
て
勞
働
赌
間
の
短
縮
は
生
產
の

「

減
少
と
な
る 

?
、现
棉
の
次
化
®
に
於
て
は
之
に
反
す
る
现
象
を
見
る
所
以
な

A

y

o叉
«
主
の
谓
に
於
て
は 

.勞
#

脖
間
の
短
縱
は
技
術
の
進

•步
、
ff
i

織
の
改
良
を
促
が
す

kJ 

i
、
な

6
、生
產

0

®
加
を
促

 ̂

.す

t 

i
、
な
る
。
，故
，に
勞
働
滕
間
が
是
等
の
改
良
進
步
に
伴
年

.に
^

多
ぞ

4
.
,ば
生
產
高
の
：減
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f

働

時

間

を

論

ず

/

'

ノ

1
〇■

. 

.

.

. 

'
< 

.

少
生
產

.費
の
坍
加

i

な
る
こ
と
あ

6
。
.
氏
，'は
石
炭
の
例
を
以
て
勞
働
滕
：酶

0
:短
«

於

}

»
■

.

'
 

.

.

.

の
採
掘
髙
を

#

加
し
お
る

$

總
生
產
高
を
減
少
し

te
る
こ
と
を
示
し

fe
:

6
0

ブ
レ

-

ン

タノ
 

.の
黎
渤
は
邦
譯
福
田
博
士

勞

働
經
.

濟

腧

あ

9

:

°

殊
に
同

#

1

•六

n

i

K

以
下
'參

要
之
、ブ

レ

ン
タ
ノ

の
說
は
勞
働
塒
間
の
短
縮

f
t第
ご
文
化
の
進
步
及
之
ょ

6
,生
タ
る
生
活 

.程
度
の

0
進
：第
ニ)

技
術
經
營
組
織
の

.改

ii
進
步
に
伴
ふ
に
あ
ら
次
れ
ば
生
產
の
.增
進
な
き
か 

若
し
く
は
增
進
す
る
と
す

る

ダ

短
滕
間
の
勞
働
は
長

#

間
の
勞
働
ょ

/
ノ
名

總
額
に
於
：て
生
產 

の
滅
退
と
な
る
こ
と
を
證
明
せ
る
に
過
ぎ
卞
。
同
一
の
文
化
の
程
度
、同
二
の
生
活
程
度
、同

一 

の
技
術
又

.ft
經
營
組
織

t

於
て
張
き
勞
働
滕
間
と
短
き
勞
働
滕
間

i

は
勞
働
効
程
に
如
何
な 

る
相
違
あ

6

や
、將
叉
«
婶
間
の
勞
働
と
長
滕
問
の
勞
働
と
は
他
の
條
件
を
同

 

一
i

せ
ば
、
a

れ 

於
勞
働
若
に
採

•りV

利
益
あ
る
や
等
の
問
題
に

至

て

は
何
等
の
說
明
を
與
へ
步
。
麗
主
侧
の 

技
術
組
織
の

.肷
典
進
步
を
挺
へ
來

6

<
生
產
高
增
加
の
原
因
：な
る
が
如
く
說
明
す
る
に
，

至

V

 

は
論
理
上
の
缺
點
も
亦
甚
し
と
云
ふ
べ
き
な

6
。

，

玆
.に
於

<
、菩
人
は
勞
働

.赌
間
問
題
と
勞

_

効
程
と
の
關
係
：に
就
て

一

厝
明
確
な
る
説
明
を

求
め

^

る
を
得
少
。
此
點

u

於
て

.

〗

步

を

進

め

杧

る

？

の
は
尤
，
ル
ン
ス
ト
*ア
ツ
べ
ー
其
人
な

ア
ッ
べ
ー

は
自
己
の
管
理
せ
る

ィ

チ
ナ
の
ツ
ァ
ィ
ス
光
學
器
械

H

場
に
於
け
る
勞
働
勝
間
を
、十 

一
»

間
四
十
五
分
ょ

6

漸
次
に
減
少
し
て

.丸
#

問
と
し
：

1
九
〇
〇
年
に
及
ぴ
勞
働
者
に
宣
言 

し

v

日

く

『

發
働

'者
の
四
分

0

H以
上
於

*

記
名
投
票
を
以
て
八
塒
間
勞
働
に
同
意

し

、

-aつ 

其
成
績

\

九
滕
間
努
働
と
.同
一
な
る
を
信

^

る

3

の
と
せ
ば
、試
驗
的
に
八
勝
間
勞
働
を
實
行 

す
べ
し

』

と
。
然
る
に
勞
働
者
總
數
の
八
分
の
七
は
此
提
案
に
同
意
し
げ
れ
ば
庳
に
實
行
に 

*
手
し
、精
細
に
其
成
續
を
調
查
せ
し
に
、八

#
間
勞
働
の
成
績
は
九
#
間
勞
働
に
勝

6
 
ニ
三
三 

人
の
出
來
髙
狒
勞
働
者
の
成
績
は
左
の
數
字
を
以
て
示
さ
れ

^

6
。

货龈嘉時則の總訐，

同
：上

货

0
 

1

時
間
の
货
龈
比

 

率

1
九

5
5

 

1

人
に
付
平
均
；
四

0

3

.

三
四
五
、八
九
九

 

六 

一•九

j

.1

-
九—

〇
〇
 

,五〇
九
五
班
九
. 

ゴr
、.
Jヽ、m
\Ec
l

b

 一
 

•しf. 

» 

.

:
1

九
-

〇

一
_

1

人
に
仰
平
掏

一

ニ
八
.

七

r
-

K
-

K

四
八
四
 

」

•

ゾ

j

■

.

故
に
脒
問
の
短
縮
率
は
ー
割
ニ
分
五
厘
に
し
て
、短
縮
前
と
同

1

の
生
產
高
な
れ
ば
出
來
高

.

.

. 

-
(
.

.

‘撇
賃
銀
の
增
加
率
名
亦
同
一
な
る

.ベ
き
に
、
*

際
の
結
果
は
一
割

_六
分
ニ
厘
な

6

き
。
故
に
短 

縮
後
の
八
胂
間
勞
働
兮
る
三
十

.人
の
成
續
は
短
縮
前
丸
蹄
間
勞
働
せ
る
三
十

一

人
の
そ
れ

i 

等
し
き
割
合
な

6
。
叉
ベ
リ
は
年
黻
別
敢
に
作
業
の
截
類
に
依

6

<
增
_
_を
調
查
し
、生
產

'
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.

#

#

邮
.：

間

を

! ^
'-
y

' r
r

瑜
加
半
が
年
齡
又
は

#

業
の
種
類
と
の
關

.係
な
き
を
示
せ

6

。

年
齡
別
に
依
る
調

®
 

'
 

.

.

.

尔

徽

人

货

平

均

印

齡

平

I

筆

限

九

^

比

海

l

r

T

l

s ,
H

t
 

.

ニ
手
五

.
 

五
*恐
 

五
五

.
1
1
1

 

.

六

五

，
ご

…
…

一
〇

〇

對

」

”

モ

‘
九

.

ニ
5

丄
1
5 

六

九
，

.1

一七
。m 

■七
•九
 

六
ー
ー
。
ニ
 

七
二
•六…

…

：
.
.
ニ

六

•
六

三

〇

.
丨

一

 

一i
2 L

六

九
.

一

一

三*

i 

1

0

。

1

 

i
d

l

 

.

七

四*
八

…

.：

：

*

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

1
1

四

•
九

三

茧

丨

四
0
 

四

〇 

三

七•
七

,

r

T

七
.

.

六

〇•
六

.

七

〇*
T

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

1

r

2 t

•
八

四

◦

以

上
 

ニ

1

 

' 

因

五

•
三

 

l
?

u

一
 

六
i

l

I

ハ 

七

四-
T

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

1
1

七

•
四

.

合
.
.
.
.

K -
I

-

ニ
 

H
H

 

二 

.

.

三

1
•

九

(
1

)

.

.
九

丄

ハ

(

二)

六

マ

九 

七
.

一
•
九..
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一
一
ュ
ハ
♦
二

(
1

,

)

最
高
五
十
三
歳
最
低
こ
十
ニ
歳
，

0
1

)

最
長

1

〒
十
ー
ー〗

午

最

短

四

邮

作

業

の
•
種

類

に
.依

る

調

查
•

1
:

邸
間
の
货
銀
所
#
高 

，
 

作
業
の
鋪
類
及
其
他
質
 

人

M
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平
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齡

平

均
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七

•
九
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七

•
七 

一
 

1
九

ニ
1
1

 

1

一

四

*
九
 

1
1
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1

 

1
1

亍

七
 

1

1

六

•
二

'
ア
ッ
ベ
ー
は
上
述
の

S

己
の

H

場
に
於
け
る
經
驗
を
基
礎
と
し
て

E

に
他
の
企
業
に
於
け
る 

同
一

.
の
事
，實

%

其
’勞
働
者
の
希
望
如
何
に
枸
ら
卞
發
生
せ

‘
る
こ
と
を
示
し
、勢
働
»
間
に
關
す 

各
正
確
な
る
理
論
を
稱
成
せ
ん
と
欲
し
、先
づ
規
賭
の
各
種
の
異

6

'f
e

る
エ
業
的
勞
働
に
共
通 

な
る
も
の
あ

6

や
と
の
問
题
を
提
出
し
、分
業
を
以
て
其
特
色

と

せ-c\。

則
ち
農
業

- #
業

]1
に 

舊
式
の
手

H

業
笾
を
除
き

f
c .る
各
種
の
工
業
的
勞
働
に
於
て
は
數
量
的
性
質
的
に
變

化

S

 

勞
働
時
間

I

論

f 

• . 

• 

I l
f



同
一
の
動
作
を
繰
返
し
て
行
ふ
こ
と
を
耍
し
、十
九
世
紀
以
'後
の
技
術
進
步
の
學
件
允
る
分
業 

は
エ
業
的
勞
働
に
於
け
ム
人
類
の
變
化
な
き
勸
作
を
耍
浓
し
之
财
爲
に
勞
働
の

M

續
す
る
啊 

，同

1

の
筋
肉
を
動
し
、同

r

の
姿

#

を
保
ち
、同

}

の
神
經
系
銃
を
働
於
し
む
る
を
耍
す

。

3

4
 

^

斯
の
如
き

.同

一
の
爾
作
を
線
返
す
現
聛
の
土
業
勞
働
者
は
休
息
並
に
營
養
に
侬

6

て
疲
勞 

を
间
復
せ
次
る
べ
か
ら
ず

®
'若
.し
疲
勞
と
其
同
復
と
が
日
々
平
均
を
得
る
に
あ
ら
^
れ
ば
少 

額
の
不
足

i

雖
？
、結
局
勞
働

'者
の
心
身

h

劣
弱
な
ら
し
め
、勞
働
能
カ
の
減
耗
と
な
る
を
免
か 

4

次
る
ベ
し
と
せ
纟
。
而

.し
て
氏
财
玆
に
所
爾
疲
勞
則
ち
勢
カ
の
：消

1

並
に
休
養
則
ち
勢
カ 

の
囘
復
と

«

身
體
の

.各
器
管
に
關
し
數
量
的
に
訐
算
し
得
ベ
き
變
化
に
し
て
純
然
^
る
生
理 

的

'a
象
な

-

と̂
す
。
疲
勞
と
は
勞
働
に
依

6

て
各
器
管
に
其
活
動
に
欠
く
ベ
か
ら
^
る
或
素 

質
の
欠
乏
叉
は
其
活
動
を
妨

^

る
毒
素
の
堆
積
を
指
す

$

の
ぇ
ー
せ
：

6
0
/

氏
，は

E

に
日
々
繰
返
さ
る

」

、
勞
働

'

S

疲
勞
な
る
生
.理
的
現
象
を
起
す
所
以
を
考
察
し
、之
を 

三
種
の
異
ぅ
杧
る
部
分

u

分
解
せ

.
6
。
第
一
は

j

日
の
生
灌
の
數
釐
に
依
る
％
の
に
し
<
勞 

働
脖
間

i

全
く
關
係
な
き

^p

の
に
し
て
、生
產
の
數
量

U

伴
ひ
て
勞
働
者
の
繰
返
す
べ
き
同
一 

の
難
作
の
度
數
を
異
に
す
る
結
果
と
し
て
生
ず
る
名
の
な
ろ
。
勿
論
此
部
分
に
爾
す
る
疲
勢

15

は
人
に
依

6

て
異
る
べ
く

.■'
熟
練
な
る
勞
働
者

i

不
熟
練
な
る
名
の
と
は
勢
力
消
費
の
度
異
る 

べ
き
な

6

0
第
ニ

'«
勞
働
の
速
度
に
侬
る
名
の

’に
し
て
、短
塒
間
と
長
塒
間
と
同
マ
な
る
勞
働 

の
紹
果
を
得
ん
と
欲
せ
ば
述
度
の
增
進
と
な

'
6
ょ
6

大
な
る
勢
力
の
緊
張
を
要
す
ベ
き
な

6
<
 

勿
論
或
述
度
迄
は
其
綏
急
に
拘
ら
岁
同

一

の
力
の
消
費
を
要
す
る
は

吾
人

が
疾
走
せ
次
る

限 

6

同
一
の

&

斯
の

1

行̂
は
其
赌
出
の
，長
&

に
拘
ら
岁
同

’
.一
の
疲
勞
を

®

ゆ
る
於
如
し
。
然
れ 

ど
名
ニ
定
の
程
度
以
上

.に
祁

/
く
て
速
度
ギ
ヵ
の
揹
费
を
增
加
す
る
は
疑
を
容
れ
步
。
第
三
は 

ァ
ッ
べ
ー
の
最
重
要
視
せ
る
所
に
し
て
勢
力
の
空
費

w
J
.
&
<
2
cr
i

'&
B?
一* Leerg§

g_) 

i
稱
せ
ら
る 

る
^

の
な

6
。
此
邡
分
分
業
の
將
有
な
る
結
果
と
し

y

發
生
し
、終
日
一
班
の
作
業
に
從
事 

す
る

名Q

は
常

に

一
定
の
姿
勢
を
維
持
す
る
を
；敷
し
#
力
を
消
極
的
に
消
費
す
る
こ
と
な
る 

名
の
な
ろ
。

例

へ
ば

每
日

何
等
の
勞
働
を
な

^

t
る
^P 

一
 

{/£
の

姿

勢

を

保

つ
と

せ
ば

.

疲
勞
を 

威
^

る
を
免
れ
次
る
べ
し
。

0
に
勞
働
の
結
果
と
全
く
關
係
な
き
エ
場
内
の
塵
埃
音
響
等
の 

發

生
は

二

走
婶
間
該

H

場
內
に
在
る

S

の
V

#
力
の
消
耗
を
生
せ

し

む
べ
し
。

勞
働
滕

間
の 

長
.短
於
勞
働
者
に
利
益
を
與
ふ
る
原
因
は
第
三
種
の
消
费
を
節
約
し

#

べ
き
に
在

6
。

.

氏
は
玆
に
於

V
H

業
勞
働
の

.生
理
的
均
衡
.に
關
す
る
結
驗
を
與
へ
て
日
く

『

一
定
の
入

]1

勢働時間を論ず

 

】

31
.



u>

努働阽問を諭ず

 

' 

.

H

ハ

に
一
定
の

•
勞
働
の
種
類
に
對
し

V
1

W

の

勞

働

の

成

巣

は

，勞

働

，雕

間

の

；

J

定
：限

に

於V

最
高 

限
に
達
す
る
名
の
な

6
。
而
し

.て
勞
働
塒
間
、の
長
短
は
休
息
脉
問
の
延
.#と
勢
力
空
費
の
節 

約
i

よ
6

生
梦
る
利
益
が
勞
働
速
度
の
增

_進
よ

6

生
^

る
勢
力
の
消
費
の

*

加
よ

6

大
な
る 

場
合
に
 

一m

の
勞
働
劲

©

の
*

加
と
な
る
？
の
な

6』

と
。
氏
は
此
最
大
の
勞
働
の
結
果
を 

生
,

ベ
き
最
短
勞
働
肺
間
を

.
:

『

才プチムム

』

0

1

1
と
名
づ
け
、自
己
の
經
驗

M

u

英
國 

の
：同
襪
な
：る
經
驗
に
；徵

し

ネ

體

よ
6

云
へ
ば

H

業
勞
働
者
の
四
分
の
三
は
九
塒
間
に
於

v
『

才
，
 

プ
チ

.：ム
ム

』

に
達
せ

^

.0
八
胁
間
勞
働
％

『

才
プ
チ
、ム
ム

』

を
趣
ゆ
る
？
の
に
^
ら
次
る
べ 

し
と
せ

A
V
O

s
. 

A
V
J
C

.-'
G
c
l
m
l
t
c

 Aslaudiungcn. 

M
.

 

I
I
I
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ry5s.203-249.

ア
ッ
ベ
ー
の
特
色
は
勞
働

»

問
に
關
す
る
純
然
杧
る
自
然
科
學
的
興
察
长
る
に
在
ろ
。

さ
れ 

ば
勞
働
肪

IH
J

i
勞
働
効
程
と
の
關
係
は
全
く
生

a

的
現
象
と
し
て
取
扱
は
れ
、自
動
的
に
宠
ま 

る
名
の
に
し
て
何
等
の
動
機
を

0

せ
.岁
、努
働
者
の
意
思
と

名

關
係
あ
る
？
の
に
あ
ら
步
と
せ 

み
。

則

ち

勞

働
#

問
は
出
來
高
拂
に
て
，

3
、il
#

間
拂
制
度
に
セ
ダ
、將
叉
勞
働
者
，
勞
働
#
間
の

M

雜
を
希
望
す
，る

.と
之

_に
，
■對
す
る
と
に

^

ら
.卞
、j

定
.の
_結
果
を

.生

.岁
ベ
き

.^p.

の
な

6

0
ア

17

ベ
I

は
自
已
の
經
職

.に
依
ろ

.

忙
の
聯
期
に
於
て

.特
別
手
當
を
紛
與
し
勞
備
«
間
を
娌
播
せ 

る
場
合
に
は
短
期
間
約
.ー
過
間
は
勞
働
効
程
の
増
進
を
見
把
る
其
以
後
は
與
ぴ
減
少
し
第
三 

過
、第
四
週
に
は
全
く
延
長
以
前
の
効
程
と
同
一
の
程
度
迄
下

6

把
る
を
示
し
。.
叉
英
國
の

»>
| 

ル
ゥ
ィ
ツ
チ
兵

#

エ
麻
に
於
て
は
賃
銀
の

#

間
挪
制
を
採

6

tc
る
に
拘
ら
ず
九
肺
間
勞
働
を
八 

0

間
に

.減

^

*
る
^p

生
產
高
の

0

少
を
見

^

6
し
乙
と
を
例
示
せ

6

。

X
白
瓦
義

A

フ

'a
! 

1
T
X

S

ァ
ン
ジ

.
ス，に
於

)

け
：る

化

學

H

場
に
於
て
十
ニ
塒
間
勞
働
を
八

»

間
に
減
匕
勞
働
者
の 

反
對
に
拘
ら
步
华
ヶ

¥

の
後
從
俞
と
同
一
の
成
績
を
擧
ぐ
る
を
得

^

る

は

ァ

ッ

ぺ

ー

の

理

^

の 

-

正
確
を
證
明
す
ベ

,

r

例
な

6

。
：

齡 

F
r
o
m
o
a
t
； 

U
n
e

 

experienccindustl-ielie 

d
c

 

R
e
d
u
c
t
i
o
n

 

d
e

 l
a

-J.
o
u
r
r
k
e

 

d
e

 

travail,

ァッべ

| |

の
學
說
は
從
，來

の

勞

働

#

間

に

關

す

る

硏
究

に
比

し

て

一
頭
地
を
拔
き
、勞
働
塒
問 

i

勞
働
者
の
，疲
勞
及
び
勞
働
効
程
と
の

因

果
的
關

係

を

明
白

な
ら

し

め

允

ろ

。

然

れ
ど

名
斯

.
 

の
.如き

自
然

科
學理

論
は

直 
'に
近
年
に
於
け
る
各
國
に
起

6

杧
る
勞
働
塒
間
.短

管

る

經

濟
 

現
象

-を
®

明
す
る
を
得
ベ

'
Iき
や
。

ア
ツ
べ
ー
の
主
張
せ
る
如
く
獨
逸
の
經
濟

±
.
の
®

達
を
計
ら 

ん
舣
爲

装一

日
を
三
分
し
八
肪
間
は
勞

«

八
時
間
は

'鹏
.眠
、八
塒
間
は
人
問
梵
る
こ
土
を

ブ
般 

0

•#
時
間
を
，.論
デ

 

一七

I f趣
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努働昨間を
論ず

 

.

二
八

 

に
實
行
す
る
を
得

ベ

き
や

(

ア
ッ
ベ

i

上
®

二
三
八

W

0

吾
人
は

7'
1

レ
ン

Iタ
！ 
ノ
の
，學
說

に

就
て
、
#

働
.费
間
と
勞
働
効
程
と
の
因
果
關
係
の
說
叨
に
關
し
ボ
滿
を
抱
か

ざ

る
を

#

ず
と
離
名
、國
戾 

經
濟
上
.の
發
展
の
現
象
と
し
て
勞
働
塒
間
を
硏
究
す

る

に
當

6

て
は
理
學
者
杧

る
ア
ツ
べ
ー
ょ 

6
.名
寧
ろ
經
濟
學
若

^

る
ブ
レ
ン
タ
ノ
の
着
眼
點
に

«

せ
ざ

る
を

#

^
。

，勿
論
ア
ッ
ベ-

11
に 

之
に

^

ぎ
で

0

み
夂
る
勞
働
の
生
理
的
心
理
的
硏
究
は
決
し
て
等
閑
視
す
る
能
は
次
る
所
な 

6

と
雖
ぢ

'
&
^
の
硏
究

tt
:
a塒
の
大
勢
た
る
各
國
，勞
f

if
#

In
]

の
舞
雜
な
る
經
歡
野
象
の

E

_ 

と
し
て
補
助
科
學
的
說
明

.の
地
位
を
占
む
る
に
過
ぎ
次
る
を

0

め
ざ

る
を
得
ず
。
其
理
由
次 

の
：如

し

。

:先
づ
吾
人
は
從
段
述
ぶ
る
：於
如
く
勞
働
効
程
が
純
然
杧
る
生
理
的
凉

0

の
.み
に
依
ぅ
<
左 

右
せ
ら
る
、

$

の
と
思
惟
す
る
能
は

^
。
3 1

假
u

生
理
的
原
因
の
み
に
依

6

て
忠
欢
る
名
の 

i

す
る
名

r !
ツ
べ
ー
の
屢
繰
返
し

< 
主
張
せ
る
如
く
、

『

才
。プ
チ
ム
ム

』

«

各
商
人
忙
侬

6

作
業 

の
性
質

に
侬
6

て
異
な
ら

^

る
を
得
ず
。

M

H
女

H

i
、靑
年
者
と
老
年
者

i
、營
養
佳

.
Rな
る 

4

の
と
其
不

.
Rな
る

S

の
と
、知
識
程
度
の
高
き
名
の
と
低
き
名
：の
と
惑
練
勞
働
翁
と
不
熟
練 

勞
働
者
と
は
同
一
の
：作
業
、同

y

の
.生
產
高
、同
一
の
勞
働
速
度
叉
は

『

レ
ー
ア
ガ
シ
グ

』

に
闕

じ
疲
勢
の
度
を
異
に
す

.ベ
パ
、光
學
器
槭
製
避
の
場
合
に
於
け
る
依
業
述
度
の
增
進
若
く
は
之 

ょ
6

生
ず
る
勢
力
の
；消
•費

の
if
加

率

と

繊

維H

業
、造

艄

エ

業

の

谫

加

率

と

は

同I
.

な
る
を

# 

ず

:.
0

故

^

‘『

ォ
ブ
チ
ム
ム

』

は
箇
別
的
に
經
驄
上
炔
定
す
る
を
得
べ
き
な

6
。
則
ち
勞
働
者 

甲
，と
乙

.と
の

.

『

ォ
プ
：デ
ム
ム

』

は
.夫
々
相
違
す
べ
し
と
雖

0
、エ
場
割
に
於

<

は
同

j

#
に
多 

數
勞
傭
者
を
取
扱
ふ
を
喪
し
、各
勞

«/
者

の

『

才
ブ
チ
ム
ム

』

を
考
慮
す
る
能
は
^
る
の
時
質 

を
，有
す
。
玆
に
於

y

吾
人
は
ア
ッ
ベ
ー
の
擧
說
を
^

む
る

i

共
に
。
7!
レ
ン
タ

ノ

の
如
く
生
產
技 

術
經
營
組
織
と
勞
働
者
の
：知

_
、道
德
、民
族

±

の
特
質
，
i

奴
勞
働
滕
問

i

如
何
な
る
關
係
を
宵 

す
る
や
を
研
究
す
る
を
要
す
べ
き
な

A
V
O

先
づ

生
，產
技
術
及
：

び
經
營
組
織
を
論

せ

ん

に
、高

き
勞
働
効
程
は
生
產
妓
術
の
發
達
に
伴

ふ 

は
論
を
俟
允

ざ
る

所
な

'ろ
。

手

工

的

勞

働

が

一

般

に

機

械

；的

勞

働

ょ

.ク
生
產
高
少
き
は
技
術 

0

相
違
に
依
る
名
の
；な
れ

ど
.免
、勞
働
赌
間
の
短
縮
と
關
.聯
し
て
機
械
的
勞
働
は
益
々
其
長
所 

を
示
す
を

.得
‘ベ
し
。
則
ち
手

H

的
勞

.働
は
勞
働
者
；の
體
カ
及
び
心
力
に
侬
賴
す
る
こ
と
大
な 

I

以

、て

手

エ

業

に

於

け

る

勞

働

塒

問

の

延

長

叉

《
短

縮

は

共

に

困

_
、な
る
の
み
な
ら
玄
作 

業
速
度
の

'
增
加
？
亦
著
し
く
勞
働
者
の
疲
勞
を
增
加
す
る
を
免
れ
^
。
然
る
に
機
槭
の
使
用

.
汾

-

時
間
を
論

f 

一̂

輕
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は
體
カ
，の

‘使
'用
を
節
約
せ

•し
.め
、且
つ
機
械
の
自
動
，的
運
轉
は
勞
.働
.者

の

腦

ガ

の

€

用
を
冬
節 

約

せ
.し
む
。
3

れ
ば
竽

H

的
#.
働

M

於
て
勞
働

#

0

.堪
ゆ
る
能
»
次

る
#
業
速
度
の

增
加
# 

冬
機
城
的
勞
働

#

に
於

V
.

は

勢

力

消

.費

の

增

加

大な
ら
次
る
こ
と
を
得
べ
し
：。

こ
^
多
數
の 

機
械
的
勞
：働
に
於
て
蹄
間
の
短
縮
に
依
る
，作

*

速
度
の

' 增
進
よ

6

生
ず
る
勢
力
：の
消
费
の
壻 

加
^

休
息

*

間
の
，延
長
及
空
«
.せ

る
4

力
の
笳
約
よ

6
 
$
少
く

罅
働
効
«
の
谮
加
と

な
る
こ 

と
ぁ
る

所
以
な

6

。
故
、に

*-
式
の
小
工
業
に
於
て
は

.其
作
業
速
虔
ど
£

し
得
ベ
き

絕
對
的 

の
阪
度
ぁ

.る
の
み

«

ら
梦
其
相
對
的

*限
度
も
亦
；低
き
を
免
れ
ず
。
手
織
機
に
於
て
は
生
產
高 

の
铖
^
舻
勞
働
塒
間
の
短

_

と
比
例

t ;
る
を

龠
、
こ

k

長

t

勞
働
塒
間

i

低
き
勞
働
賃
銀
於
手 

本

的

勞

働

^

將

色*.
:る

所
以

な
i

现
令
に
於

V

名

小
舞
營

»

大
經
營
よ

6

長
き
勞
働
塒
問 

S:
-

常
i

す
る
於
如
し
。
今
澳
太
利
に
於
け
る

1

九
〇
六
年

0

調
.查
，に
，侬
れ
ば
經

.營
の
大
小
，に

依
る
勞
働
滕
間
の
相
違
次
の
如
し

。
'

.

勞
働
塒
間
に
依
る
經
營
の

>

分
率

f

人
數
に
依
る
經
锬
の
大
小
：.
.
 

九

時
'

問

以
^

:
 

..1—

 ̂

ニ
〇

:

'
*
, 

四’
I 

‘
 

J
1

1

1

a t
o
 

1

〇
丄
ハ

九

丨
1

〇

時

間
 

1

〇

丨
1

1

味
間

七

u
*

三 

二
三
丄
ハ

.
六七。八
 

ニ1

。九

21

■a
t
I
-

—

1

0

0
 

: 

1

四
•
五

.
 

七 
ニ 
4

 

1
〇

1
——

三

〇

〇

/

ー
¥

八 

七

ヤ
〇

B

o
 

1

-
-
-
-

1

0

0

0

三
〇
•
四 

五
八
•

九
.

l

〇
o

〇

人
以
上 

四
？

茧 

四五•五

0

 

JXc .Arb^szci

ct-iu den ..Faln.ikbdiriebcn ostelyreiclis. 

1
9
0
7 

s.. 

L
X
V
X

w
. Bernllav

pi.' 

I
Joi
h
o
l
-
c 

A
r

cv
2.
t
s3*
t
e
n
s
i

r:
-«
-
b
e
i
^
d
N
O
y
o

ArbeitsNeit 

,
3
.
6
4
:

こ

^

^

る

.
3 C

佛
i i

西
に
於
け
る

1

:

八
九
七
年
の

.

調
杏
に
據
る
に
千
人
以
上
の
。經
營
に 

働
肪
間

■

九
滕
問
四
分
.の

1
、ニ
.十

: £

人
以
卞
の
？
の
に
於
て
は
十

一

辦
其
中
間 

は
十

®

間
四
分
の
三
：な
ろ
し
：と
云
ふ
。

 

.

上
の
統
計
は
機
械
の
使
用
.と
勞
働
赌
間
と
の
關
係
を
明
に
す
る
こ
と
な
し 

中.
U

は
手

H

的
努
働
を
な
す

^
P

0多
き
を
以
て
挟
術
の
進
步

i

勞
«
#
間
と 

を
窺
ふ
ベ
く
、

^

働
#
間
短
縮
の

効
果
は
進
步
せ
る
技
術
を
要
件

i

す

る

を

.

.
見 

ば
立
法

手
段
に

依
6
 V

最
長
勞
働
滕
間
を
定

め
て

、之

を
强
制
す
る
に
當

纟
最 

免
れ
次
る
名
の
は
手
工
的
小
經
營
に
し

<

資
ヵ
少
く
新
機
械
を

)1
入
す 

者
の
廢
滅
攸
勞
働
赌
間
の
短
縮

£

共
に
免
か
れ
難

き

所
な

6
0 

'

9
技
術
の
進
步
は
勞
働
啤
間
短
縮
に
伴
ふ
勞
做
効
程
の
壻
進
に
缺
く
ベ 

努
働

^

間
を
踰
ず
，

1

三
•
卿 

九
*
1

1

 

ニ 
i

九
6

於

V

は
平
均
勞 

の
名
の
に
於
て

と
雖

S
、小
經
營

の
關
係
の

1

班 

る

ベ

し

。

y
b

れ

%

-M
ic
rs
汰
を

る
能
は

ざ

る
小
エ
業

S

ら
'

f
a

る

喪
件
な
：
ろ
 

二
.

1



と
雖
名
、進
歩
せ
る
機
糖
は
必
然
生
產
萵
の
壻
進
を
保
證
す
る
名
の
に
あ
ら
す
。
之
を
利
用
す 

る
企
業
者
及
勞
働
者
に
依

6

<
其
結
果
を
異
に
す
べ
き
な

6
。
殊
に
エ
埸
的
の
作
業

M

M-
.0.
-
 

如
き
は
最
重
大
の
關
係
を
有
す
。
例
へ
ば
作

*

組

織

の

最

豸

不

_

ヰ

ヰ

.るH
.

場
に

^

y

は
勞 

働
勝
間
の
五
割
を
空
费
す
る

t

と
ぁ

6

0
材
料
の
不
整
頓

'製
圖
の
不
党
全
等
於

#

間
の
空

#
.
 

を
生
せ
し
め
、一
の
作
業
を
終
ろ
る
勞
働
者
が
次
の
作
業
に
從
事
す
る
に
當

6
.エ
場
內
部
組 

織
の
不
備
が
勞
働
啤
問
の

.空
费
を
生
せ
し
め
、エ
場

ft
の
規
律
の
不
備

.が
雜
談
放
歌
等
を

.促
 ̂

す
こ
と
少
か
ら
梦
。
企
業
潘
の
材
幹

^

*

#
勉
、t

心
が
勞
#
滕
間
の
短
綠
ょ

6

生
^

る
效

* 

を
究
全
な
ら
し

o

るU

缺
く
べ

/P
ら

h

る
所
な
る
は
疑
を
郛
れ
屮
。
且
つ
此
種
の
婶
間
の
節 

約
は
勞
働
渚
の
利
益
と
な
る
べ
き
も
何
人
の
不
利
益
を
生
卞
る
名
の
に
あ
ら
岁
し
て
、國
段
經 

:

濟
上

#

閑
視
し
*
き
重
大
の
價
値
を
有
す
。
又
休
憇
滕
問
の
長
短
：及
觀

M

は
特
に
研
究
を
要 

す
べ
き
問
題
に
し
て
、勞
働
橄
間
と
休
憇
峙
間
と
の
結
合
は
勞
働
効
程
と
至
大
の
關
係
を
有
す 

る
3

の
な

6
。
英
國

'及
米
國
に
於

V

一
 

同
の
短
き
晝
餐
踭
間

(

半
脬
間

)

i

常
と
す
る
は
經
業

# 

刻
の
早
き
と
勞
働
滕
間
於
八
塒
間
叉
は
九
滕
間
に
過
ぎ

h
る
に
依
る

S

の
な
ぅ

'反
之

、
®
逸
に 

V

は
十
槠
陬
の
勞
働
滕
間
に
對
し
ニ
婶
間

0
.休
憇
滕
間
則
ち
朝
食
半
滕
問
蠱
食
一
肺
間
、小
食

し
奴
近
年
英
國
式
を
採
る

.名
の
增
加
せ

6
。

H

場
内
に 

る
休
规
に
此
し
•て
其
效
果
少
き
を
常
と
す
る
を
以
て
幾 

名
就
業
の
始
終
峙
間
を
變
逛
し
休
難
の
囘
數
叉
は
赌
問

半
®

問
を
憤
例
と
せ
る
$
の

多
於

6

 

於
け
る
休
憇
舣
自
己
の
住
宅
に
於
け 

分

/p
' 

l

Wの
勞
働
*
間
を
短
縮
す
る 

を
減
少
す
る
聛
は
努
働
效
程
に
相
違
を
見
次 

塒
迄
を
勞
働
塒
間
と
し
ニ
囘
の
休
憇
を
設
く 

游
間
を
廢
す
る
こ
と
勢
働
劾
程
に
變
動
な
き 

は
勞
働
者
の
習
憤
等
と
密
接
の
：關
係
を
有
す 

»

の
：同

數
、JI
短
、g

ff
i
を

案
出
し
、
ア
ッ
べ
丨

の
•所 

見
る
ベ

宕

 ̂

6
0

o

叉
勞
働
効
程
に
關
係
を
及
ぼ
す
べ
き
條
件 

輿
歡
度
、音
#
振
動
等
が
大
關
係
ぁ
る
名
亦
論 

ベ
ー
の
所
爾
勢
カ
の
，空
«

著
じ

く
0

加
す
ベ 

'

十
九
度
及
八
割

.な
A
Vし
.
2

0

.
を
改
，
M

し
て

23

爾
加
せ

6

1

C分
ふ
。

s
)

r
o

れ
ば
勢
力
の
空
费 

勢
へ
働
へ
邸

0

を
0
. 

f

.る
こ
と

^

-
O
。

例
へ
/ば
午

fi
r

六
i t

よ
"

午
後
I t 

る
代

6

に
八
塒
よ

6

¥
婶
迄
と
し
從
來
の
朝
食 

於
如
し

(

獨
逸

1

業
法

一

三
六
條
參
照

)

。
此
問
題 

る
名
の
な
れ

ど

名
.

企
業
者
财
最

2

党
全
な
る
休 

雨
勢
カ

0

§
費
を
節
約
す
る
の
必
要
大
な
る
を

と
し
て

H

場
内
の
衛
生
狀
態
則
ち
通
風
、換
氣
、溫 

を
俟
允
步
。
衛
生
狀
態

'の
劣
等
な
る
に
從
ひ

1
 

く
、I

織
物

H

場
に
於
て
溫
度
湯
度
好
從

^

8
茈 

普
通
の
狀
態
と
せ
る

S

爲
に
勞
働
効
程
華
し
く 

を
節
約
せ

.
o

ダ

爲

u

エ
場
主
»
作
業
室
內
の
衛

'
n

 111.
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勢
.働
時

0

を
論

/ 

.ニ四
'

生
狀
態
に
注
.意
す
る
を
喪
す
ベ
く

#

働
#

問
を

.

短
縮
.す
る
と
同
塒
に
此
條
件
は
特

に
注
西
を 

S

す
べ
き
な

6

0

.

.m

«
• Be

r
n

 
ば a

r
d
'
a
'
a
'
C
X

 

$
• 76

 

-

.、次
に
勞

«/
艰
間
の
短
線
か
努

«

f
程
を

'ft
,

®
す
る
に
當

6

て
は
勞

«/
者
自
身
に
關
す
る

 ̂

種
の
條

#

の
具
備
す
る
を
要
す
。
其
最
童
耍
な

.る
S

の
は
勞
働
者
の
作
業
に
#
す
る
熱
心
襖 

言
す
れ
ば
勞
働
の
快
樂
な

6
。へ
ァ
ッ
ベ

f
は
勞
働
婶
間
と
勞
働
効
程

i

の
關
係
を
自
動
的
無
意 

_
的

の

名

の

と

し

て

觀

察

し
#

間
の
短
縮
よ

6

生
申
石
効
程
の
增

.進
を
說
き
杧

6

と
雖

S
、こ 

.は

一

般
に
適
用
す
石
を
得
ず
。
勿
論
勞
働
者
が
將
に
勞
働
効
程
を
增
迤
す

「

る
の
意
志
な
き
場

合
に
？
ア
ッ
ベ

I

の
ツ
ァ
ィ
ス
エ
場
に
於
け
る
實
驗
は
一
般
に
茈
確
な

6

と
云
办
を

#

す
。
同
エ 

ii
に
於
け
る

職

H

の
勸
續

年
限
は
平
均
九
年
を
迦
へ
最
短
の

3

の
^^

四
ヶ

年
な
.，
り
f
c
e5
ふ
を 

以

y

見
れ
ば
是
、等
の
勞
働
者
に

#

し

v

は
勞
働
心
の
缺
乏
な
る
問
題
を
生
せ
る
己
‘と
明
白
な 

6

と
雖
、

1

般
の

H

圾
に
於
て
は
勞
働
心
の
問
題
は
等
閑
視
す
る
を
得
^
。
歐
米
に
於
け
る 

I

部
の
勞
働
者
於
徐
步
主
義

0
片
§
7)

を
實
行
す
る
に
當

6

て
は
短
滕
間
の
勞
働
ょ

-CN

到
®

X

1

の
望
む
が
如
き
効
果
を
收
め
難
き
は
明
白
.に
し
て
發
働
能
力

P
2.
3け目
g
s
f
B
rf
.
^
e
i
t

)

と
努

働
意
志

(
L
d
s
t
u
n
g
s
i
w
m
i
g
k
e
i
t)

と
は
區
別
を
要

し

、
能

，
力あ
る

名
意
志
缺
乏
せ
る
場
合
あ
る
こ
と 

を
記
憶
せ
ぎ
る
ベ

/P
ら
步
。

殊
に

H

蜴
勞
働
に
於
て
は
群
集
心
理
の
作
用
を
認
む
べ
く
、

一
H

 

場
に
於
け
る
作
業
速
度
は
無
意
識

な
る

模
倣
に
依

-0
.て
«

め

ら

る

、
こ

と

あ
6

。

フ

tr
t 
.モ

W

は
其
實
驗
に
就
<
述
べ

<

日

く

『

i f

に
傭
入
れ
把
る
勞
働
者
、が無
意
識

u

 

H

場
の
精
神 

L
o

S
P

I
i

t

 

d
e

 

l
a

 

m
a

i
s

o
n

と
云
年
べ
き
名
の
を
體
得
す
る
は
驚
く
べ
き
ぢ
の
あ

l

o

n

^

と
。
此
理
_は
反

對
の
場
合
に
名
部
る

5

く

1

部
勞
働
者
の

.不
熱
心
は
全

®

の
勞
働
効
程
を
減
少
す
。
例
へ
ば 

歐
洲
の
一
實
際
家
の
言
に
依
る
に
月
曜

H

の
勞
働
効
程
奴
約

ニ

割
少
き
所
以
は
凡
べ

V

の
勞 

働
者
が
日
曜
日
を
搬
用
せ
る

.に
依
る
名
の
に
あ
ら
梦
。

一

部
勞
徽
者
の
逸
樂
の
結
果
な

6
0
 

叉
女

H
.

の
み
の
勞
働
塒
間
の
短
縮
は

'男

H

の
勞
働
効
程
を
減
少
す
る
こ
と
あ

6

。
是
等
の
心 

理
•的
1

態
は
勞
働
効
程
增
減
に
關
し
、休
憇

#

則
の
長
短
叉
は
勢
力

S

费

の

大

小

，
の

如

く

、
砠

接
 

の
原
因
と

0

む
べ
か
ち
申
ぇ
す
る

S
P、

勞
働
効
程
の
大
小

i

重
大
な
る
關
係
あ
る
ベ
き
な
ろ
。

O

又
勞
働
効
程
の
増
迤

W
休
憇
脖
間

0

長
短
に
伴
ふ
と
す
る

$

賃
銀
の
多
少
、

*

支
出
の

«

目
.
 

叉

«

エ
場
以
外
の
勞
働

.者
の
生
活
狀
態
と
關
係
あ
る
こ
と
？
明
な

/
ノ。
.例
へ
ば
勞
働
塒
問
短 

25
き
場
合

'に
賃
龈
少
き

^

爲
|に
營
養

:^
啟
な
る
か
、不
健
康
な
る
家
'屋
に
佳
雇
す
る
於
ズ
は
賃
.龈 

• 

勢
働

_
 
0 

^
論
ず
 

=莽



多
き

$

浪
«

飲
酒
等
の
：習
癖
あ
る
勞
働
者
に
於
て
は
勞
働
効
程
の

*

進
を
見
る
能
は

ざ

る
は 

當
然
な

6
。

M

主
中
此
理
由
を
以
て
勞
働
辟
間
の
短
縮
に
反

®

す
る
そ
の
あ
る
は

I

槪
に
下 

當
と
云
ふ
ベ
か
ら
支
。
賃
銀
少
き

 

'が
爲
に
勞
働
者
好

H

場
勞
働

«

間
の

•短
.き
を
利
用
し
て

i 

宅
に
於
て
沔
職
に
從
事
す
る
と
せ
ん
か
工
場
執
業
肪
間
の
短
縮

S

勞
働
効
程
の
增
進
を
促
が 

す
能
は
次
る
べ
し
。

:
5
れ
.ば
、短
き
勞
働
塒
問
は
高
き
賃
銀
を
伴
；

5
、

且
つ
、勞
働
者
舣
一
定
の
知 

，識
遒
德
の
程
度
に
達
し

tc
る
を
條
件
と
す
べ
く
、勞
働
聪
間
の
問
題

‘は
畢
«
す
る
に
當
事
者
の 

知
識
道
德
の
問
題

.に
歸
着
す
る
名
の
な

'

0
。

妓
に
於
て
。プ
レ
ン
タ
ノ
の
唱
導
せ
る
學
說

則
ち 

次
化
の
低
き
階
段
に
於
て
勞
働
塒
間
の
短
縮
は
同

r

の
比
例
を
以
て
勞
働
効
程
を

減

少
す
ベ 

く
、近
他
勞
働
者
に
於

V

は
生
計
程
度
の
向
上
の
伴
ふ
場
合
に
勞
働
滕
間
の
短
縮
は
勞
働
効
程 

の
增
進

I
Jな
る
と
の
說
は
最
名

IH
f
lを
得

fc
る
名
の
と
云
ふ
ベ

く
、ァ
^:
丨
の
自
然
科
學
的
研 

究
は
^
氏
の
學
說
を
確

#

な
ら
し
め
た
る
ぢ
の
に
し
て
、勞
働
者
及
企
業
者
の
相
違
似
勞
働
塒 

战
短
縮
の
效
果
を
異

.な
ら
し
む
る
こ
と
あ
る
を
否
認
す
る
名
の
に
は
あ

.ら
梦
。

藎
し
技
術
の 

進
步

i

勞
働
者
の
知

_

道
徳
と
は
交
互
目
係
を
有
し
、技
術
の
進
步
は

#

働
者
の
體
力
、

®
力
の 

使
用

の
必
耍
を
減
少
し

®

力
、
知
力
等
の
神

經
系

銃
の

作
用

U
.

侬
賴

す
る
程
度
を
大
な
ら
し
め
、

27

此
權
の
祿
件
に
適
合
せ
る
勞
働
者
を

#

つ
て
權
雜
«
る
機
械
の
熟
果
を
十
全
な
ら
し
ひ
る
を 

得
る

$

の
な

6
。
短
き
勞
働
赌
間

i

勞
働
者
と
の
關
係

S

之
に
異
ら
岁
。
短
き
勞
働
游
間
は 

文
化
の
進
步
せ
る
邦
國
に
於
て
勞
働
者
に
•普
通
敎
育
叉
は
實
業
敎
育
を
受
く
べ
き
餘
裕
を
生 

せ
し

め
、夜
學
校
、挪
習
學
校
に
通
學

.す
る
滕
問
を
與
ふ
る
名
の
な

i

英
國
の
十
槠
問
法
の

» 

施
が
夜
學
校
の
增
諛
を
促

&

し
允
る
が
如
し
。
十
二
塒
間
の
徹
夜
業
に
從
事
せ
し
め
て
翌
日 

E

に
學
科
を
課
せ
ん
と
す
る
我
國
の

H

業
家
は
此
點
を
三
思
す
ベ
き
な

6

。
.
且
つ
歐
米
諸
國 

の
實
例
に
依
れ
ば
勞
働
滕
間
：の
短
縮
は
飲
酒
の
惡
癖
を
矯
芷
す
る
の
効
少

£

ら
少
。
飲
酒
の 

習
癖
》
過
搜

0'
勞
働
に
從
事
し
、疲
勞
*
し
き
勞
働
者

に

於
て
ー
般
に
著
し
く
濠
溯
に
於
<
赁 

■

の
坩
加
尬
に
勞
働
胁
問
の
短
縮

ft『

ァ
ル
コ

1

ル』

飲
料
の
消
费
を
減
少
し
、*
籍
に
费
す 

所
を

墻
加
せ
ム

i

云
ふ
。
此
種
の
勞
働
者
に
於
て
勞
働

«

間

，
の

短

縮

は

體

ヵ

知

ヵ

の

增

進

i 

な
ん
、輝
き
肪
間
內
の
作
業
の
速
度
の
壻
加
を
可
能
な
ら
し
む
る
を

#

ベ
き
な

6
。
要
之
勞
働 

肪
間
の
揭
短
は
勞
働
若
の
勢
力
の
：

消

费
と

一

定

の
®

fi
的
關
係
を
有
す
る
？
の
な
れ
ど
ヰ

#
 

働
#

問
の
短
縮

,

勞
働
效
程
を

®

進
し
、一

國
の
生
產
を
增
加
す
る
に
當

6

て
は
幾
.多
の
條
件 

の
具
備
す
る
を
要
す
る
こ
と
を
忘
る
ベ
か
ら
卞
。
故
に
勞
働
«
而
の
短
縮
は
常
に
生
産
力
を

勢
.働
啮
間
を
論
ず

 

_ 

二七



28

發
餘
時
問
：：を！

T#

ず 

二
八
,

增
進
す
る
名
の
に

*

ら
步

°

槪

搞

的

に

論

岁

れ

ば

力

レ

ン

タ

ノ

の

云

へ

る

如

く『

文
化
：的
.生 

-

活
程
度
の
增
進
を
招
致
す
る
に
足
る
作
用
あ

る

名
の

に

限
ら
れ

』

從
て
*
進
的
の
效
果
を
擧 

’
げ
得
る
に
過
ぎ
声
し
て
實
際
に
於
て
は
塒
間
の
短
縮
似
生
産
力
を
減
少
す
る

t
と
少
が
ら
次 

る 

4
5
^

 

A
y
e 

■
 
'
 

■
 

■;

骷
さ
れ
ば
と
て
上
述
の
如
人
は
勢
働
條
件
と
力
の
消
耗
と
の
關
係
に
關
す
る
科
學
的
阱
究
を
輕
視
す 

■ 

る
名
の
に
あ
ち
ず

0

努
働
陆
間
、作
業
の
述
度
、；丄
勘
內
の
空
氣
、淑
度
、鹿
埃
、音
_
、很
勋
等
ょ
リ
免
ず
る
勢
カ 

の
消
耗
の
测
宛
义
は
贫
：物
と
勢

.カ
恹
復
と
の
關
係
涂
に
就
て
統
訐
的
、科
學
的

(

出
理
學
心
理
學
上
の

)

研
炎 

の
發
途
を
促
が
す

.の
必
要
盔
々
大
な
る
べ

i

"な
リ
9

上
に
述
べ

tc
る
所
は

^

働
着
の
體
カ
及
知
力
ょ

6

觀
察
し
て
、結
局

#

働
*
問
と
文
化
皿
少 

の
程
度
と

'が
重
大

0

關
係
を
有
す
る
こ
と
を
說
き

^

4
。
此

fi
u

關
し
て
は
一
定
の
標
準
を 

得
ゐ
こ
と
甚
だ
難
し
と
雖

$
、31u

廣
く
國

M

文
化
の
製
*
と
し
て
勞
働
滕
問
の
重
要
な
る
こ 

と
を
考
量
せ
ば
、立
法
上
其
他
に
於

.て

j

般
的
最
長
脖
問
を

«

む
る
こ
と

^

迤
に
困
難
，な

6
 

£
 

云
.
ふ
ベ

か
.ら
步
。
奪
し
、社
會
政
策
を
癀
義
に
.解
決
す
れ
ば
下
層
階
級
を
し
て
文
化
の
恩
澤

に 

浴
せ
し
め
、家
族
制
度
の

«

礎
を
：攀

固
な
ら
し
め
、且
つ
、立
憲
治
下
の
忠

-
Mな
る

H
H

段
女
ら
し
め 

ん
と
す
る
に
在
^N。

さ
れ
ば
勞
働
者

^

終

2
!

營
々
と
し
て
勞
働
に
服
し
深
夜
家

U

歸
6

て
飲

29

食
睡
眠
の
外
少
し
：名
餘
睱
を
'有
せ
^
る
が
如
き
生
活
を
營
む
は
社
會
組
織
上
の

一
大
缺
階
に 

し

v

經
濟
上
の
問
題
は
暫

.く
度
外
視
す
る

\

11
£

に
救
濟
を
要
ず
ベ
き
所
な

6
。
況
ん
や

Jr
の 

如
き
生
活
狀
態
は
勞

.働
能
カ
及
，勞
働
意
志
を
減
退
せ
し
む
る
の
虞
あ
，
る
に
於
て
を
や
、端
西
に 

吟
：て

十

一

聘
間
勞
働
の
制
：限

を

設

く

る

に

當
6

其

3!
由
書
中
に
日
く

『

勞
働
贺
は
其
兒
童
の 

訓
育
者

^

6
。
其
家
族
の
主
腦
把
る
の
義
務
を
盡
す
べ
き
餘

e

i
餘
カ

i

を
有
ず
る

i

否
i 

は」

國

H
.

業
の
盛
衰
の

岐
る
>
所
な

6

』

と
。

且

つ
立
，憲

政

治

の

發

展
tt
漸
次
に
普
通
選
擧
に 

近
づ
く
の
傾
向
を
有
し

^

數
國
民
の
參
政
權
を
認

o

る
を
栗
す
る
に
當

6
、働
勞
者
階
級
の
政 

治
的
知
鐵
の
發
達
を
要
す
る
こ
と
愈
々
大
な
る
ベ
く
、下
曆
階
級

'が
此
域
に
達
す
る
に
及
び
、階 

級
靴
の
經
濟
上
の
術
突

名

興
し
く
社
會
全
般

0

發
達
を
密
す
る
こ
と
な
き
に
至
る
べ
き
な

6
0
 

何
i

な
れ
ば
階
級
間
の
術
奖
を

.緩
和
す
る
の
策
は
各
階

.級
炉
相

1/
に
他
の
階
級
を
了
解
す
る 

を
要
す
べ
く
。

.
其
方
法

’：»
下
#

階
級
を
し

<

祓
雜
な
る
政
治
及
社
會
紐
織

‘を
知
ら
し
^
、理
想 

の
遽

.に
實
施
し

.雞
く
、
®
,命
の
暴
擧
が
何
等
の
效
果
を
有
せ
次
る
を

is
ら
し

0

る
の
外
な
け
れ 

ば
な

.

6

0然
れ
ど
$
、此
方
法
を
採
る
ベ
き
第
一
の
準
備
は
勞
働
者
を
し
て
發
働
以
外
に
餘
裕

Q

脖
：間
、
V
J有
.せ
し
む
る
に
在

.

努

.

働

^

間
.

を

；踰

.

ず

: a
.
九
.



勞働時間を論ず

.
 

B
I

O
.

以
上
の
經
濟
上
及
文
化
潑

M

上
の
要
求

を

綜

合

す

る

に

文

明

國

良

.に
於
て
は
一
日
、十

滕
M 

上
の
.勞
働
は
不
利
益
少
か
ら
ず
。

今
'
一
 

般

ic1

日
.の
最
長
勞
働
—
間
を
十

«

間
に
減
少
す
る

名
國
民
經
濟
上 

短
縮
に
至
<
は

の
損
失
を
招
く

 u

 

i
な
く

却
て
利
益
を
生
ず
る
を
常
と
す
ベ
し
。
其
以
上
の 

國
民
次
化
の
程
度
、產
業
の
程
度
及
組
織
等
に
侬

6

て
定
邊
る
べ
き
な

6

。

.:

外

：國

賀

易

と

：國

民

經

濟

の

權

衡

■ 

.
 

,
 

!.
 

,

堀切.
善兵衛

:
:
| .て

... 

.

.

.

I

外
國
贸
易
に
於
て
輸
入
と
輸
出
と
は
長
き
期
間
に
於
て
相
平
均
せ
次
る
可
ら
^
と
は
經
濟 

學
上
の
眞
理
に
し
て
何
人
名
疑
を
容
る
ぐ
の
餘
地
ぁ
る
こ
と
な
し
、然
る
に
世
人
は
往
々

に
し 

V
「

長
き
期
間
に
於
て

」

の
一
句
を
忘

i p

し
て
直
ち
に
輸
入

.
i
輸
出
と
は
相
平
均
せ

T

る
可
ら

 ̂

る
^

の̂
、
様
に
思
惟
す
る
が
爲
め
非
常
に

a

i
lt
る
推
論
を
導
く
こ

i

少

5

/y
7
ら
ず
、凡
そ
經 

濟
學
上
に
於
て
長
き
；期
間

と

短
き
期
間

と

に
侬

6

て
同

1

原
因
於
全
然
反
對
せ
る
結
果
を
生 

^
.る
の
例
は
決
し

：v

 

;珍
し

^

ら
.
^
.る
.乙
1
Cに
し

y. 

'例
.へ
は
物
價
は
短

.き
®

同
に
就
き

<
ii
察 

す
れ
ば
規

t

市
場
に
貨
物
を
供
給
し
つ
、
有
る
各
生
產
者
中
の
最
名
不
利
な
る
地
位

に
在
る 

A

の
生
逄
费
卽
ち
最
大
生
產
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